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「４年ぶりの水泳指導！」 

～児童の安全を最優先に実施しました～ 
６月１９日（月）～７月１８日（火）までの１か月間、水泳指導を４年ぶりに実施しました。１年

生から３年生にとっては、学校で体験する初めてのプールでの水泳学習です。 

様子を見に行くと、顔を水に入れる練習をしたり、友だちと水慣れのゲームをしたり、流れるプー

ルを作ったり、また、班に分かれて自分のレベルにあった練習をしたりと、とても気持ちよさそうに

活動していました。１年生から６年生まで、各学年５～６回の水泳指導をすることができました。そ

して、何よりも、無事に終えることができよかったと思っています。 

今回の水泳指導は、当然のことながら、私たち教職員にとって

も４年ぶりの実施です。最優先しなければならないのは、子ども

たちの「安全」です。そのために、職員全員で、プール施設の設備

関係の操作や水質管理の仕方、水泳指導当日の役割分担等を細か

く確認いたしました。また、万が一に備え、「ＡＥＤ」の使い方や

水泳指導専門の業者さんに来ていただいて、指導の仕方、監視の

仕方、万が一の際の対応の仕方等の研修を受け、万全の体制で臨

みました。 

さらには、ＰＴＡ本部の方から、１年生と２年生の保護者の方にお声がけいただき、子どもたちの

着替えのお手伝いや監視の補助をしていただきました。とても心強かったです。ＰＴＡ本部役員の皆

さま、お手伝いいただいた保護者の皆さまに心より感謝申し上げます。 

本校では、茅ヶ崎市の事業として、夏休み期間中の「プール開放」を予定しています。詳しくは、

裏面の予定表をご覧ください。 

 

「５校連携・集団下校訓練を行いました」 
～万が一に備え、ご家庭でお話しください～ 

今年度、４月に火災避難訓練、５月に地震津波避難訓練を実施しました。 

そして、６月１９日（月）には、近隣の小中学校５校（鶴が台小・小出小・香川小・鶴が台中・北

陽中）連携の大規模地震発生引き取り下校訓練を行いました。万が一突発的な大地震により、子ども

たちの下校が危険な状態になった場合に、保護者の皆さまによる引き取り下校を安全にかつ迅速に

行うことができるようにし、さらには、下校の方法、通学路の安全を確認していただくための訓練で
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す。 

私からは、こんな話をしました。 

「今、日本中で地震が多く発生しています。地震がきたらまずすること、それは、 

『シェイクアウト１・２・３』です。 

『１・・・まず低くなる』『２・・・頭を守る』 

『３・・・動かない』 

訓練は、本番と同じ、本番は訓練と同じです。訓

練でできないことは、本番ではできません。自分の

命は自分で守ります。これを『自助』と言います。

そのための訓練です。今日は、家の人が皆さんを迎えに来る、引き取

り下校の訓練です。帰り道、危ないところがないかどうか、お話をし

ながら帰ってくださいね。」 

いざという時に備え、「通学路の安全について」「家で一人の時だっ

たらどうするか」「友だちと外で遊んでいるときだったら」など、ぜひ、

ご家庭でもお話しください。 

 

「とびっきりの夏休みを！！」 
～あなたの得意なこと・苦手なことは何ですか？～ 

得意なことを頑張ってもっと力を伸ばしたり、苦手なことにもちょっと挑戦してみたり・・・ 

そして何よりも、いっぱい遊んで、とびっきりの夏休みを過ごしてほしいと思います。 

皆さんは、どんなことが得意ですか。どんなことが苦手ですか。 

勉強が得意な人もいれば、運動が苦手な人もいる。 

運動が得意な人もいれば、勉強が苦手な人もいる。 

漢字が得意だけれど、計算が苦手な人もいる。 

逆に、計算が得意だけれど、漢字が苦手な人もいる。 

野球が得意だけれど、水泳が苦手な人もいる。 

当たり前ですね。 

誰でも、得意なことと苦手なことがあります。 

私もそうです。 

マットや跳び箱は得意だけれど、サッカーやバレーは苦手です。 

掃除は大好きで得意だけど、整理整頓は苦手です。 

大切なのは、得意なことはもっともっと頑張って力を伸ばすこと。 

そして、いまいちちょっと苦手だなということにも、挑戦してみることです。 

明日から４２日間の夏休みです。 

家に帰ったら、私は、「こんなことがんばるぞ。」という話をおうちの人と 

ぜひしてみてください。 

（夏休み前朝会の学校長の話より） 

 

 


